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 第３号 

 第３回みよし手づ

くりプロジェクトは

１０月２６日開催さ

れました。会議概要

は次号でお知らせい

たします。 



 谷向地区在住 

陶芸サークル 

松本博夫さん 
土師部の館陶芸展が10月2

日から17日まで農村改善セ

ンターで開催されました。代表は松本博夫さん。陶芸

サークルの代表を務めている。 

 平成3年に益子焼でろくろを回して楽しかったのが

きっかけで、以後ずっと三芳で陶芸活動に。現在55

名がサークルでほぼ毎日活動している。この陶芸展

は年1回開催。その他にヒナの里や三芳の文化祭で

作品を販売し陶芸の土を購入するなど、活動資金と

している。また、放課後小学生にも教え、作品は茨城

の笠間市の全国陶芸展に出展している。陶芸は高い

技術を目標にでき、思い通りの色が出せた時が大変

喜びがあると語っていた。

三芳の人が10人くらいな

のでもっと参加してくれた

らとも語っていた。 
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 〒２９４－８７０１ 

 南房総市谷向１００番地 三芳支所内 

 三芳協働推進室 
 ＴＥＬ０４７０－３６－４７４８(支援員用) 

 ＦＡＸ ０４７０－３６－２５７１（支所） 

 企画編集：三芳地域づくり支援員 

編集後記 
 みよし手づくりプロジェクトだより第３号を発

行しました。すっかり秋らしくなり、１，２か月

前の酷暑がウソのようです。三芳の地域づくりは

これからが本番です。これからも三芳の情報を知

らせていきます。三芳のために力を貸したい、役

に立ちたいという方がおりましたら、大いにご参

加ください。また、よい情報がありましたら、左

記までご連絡をお願いします。 

 

三芳の人・場所・団体紹介 

 土師器（はじき）とは古墳時代の弥生時代の系

統をひいた素焼の土器。明石、上滝田高月の遺

跡、｢宝銖院｣境内、山名の本郷、嵯峨志などから

出土した。池之内では高坏、碗、皿などが出土さ

れている。土師部の館（はじべのやかた）は陶芸

を通して生涯学習などに活用するために平成10年

に三芳村が建設した施設。陶芸教室や小・中学生

の陶芸教室で毎日のように利用されている。 

 「土師部」は古墳時代につくられた土師器を

作った土師部の民からとってつけたもの。 

(三芳大事典より抜粋) 

あそびの会どんぐり 

山名在住 

白川牧子さん 
 里山あり、海ありの南

房総で自然を感じながら

親子で思いっきり遊ぼうという目的で6年前に

創設された。創設当時は3組5人だったメンバー

が、現在17組(子どもは26人)の大所帯となり主

体的に楽しく活動している。 

 就園前の子どもは第4月曜、幼稚園・小学生

も加えた会は第2土曜日に活動している。月2回

の活動のほかに、３ケ月毎に親たちの勉強会や

子ども服の交換会、春と夏には合宿なども行っ

ている。仲間といることの楽しさと心強さを実

感し、悩みを抱えても受け止めてくれる場、多

彩な活動を行い、心の支えにもなっている。メ

ンバーは館山や千倉在住の人もおり、子育ての

ネットーワークづくりにもなっている。 

 絵を描いたり、手作

りおやつのクッキング、

みんなでピクニックや

ハイキングなど大人も

子どもも心から楽しん

で遊んでいる。 

土師器と土師部の館 

土師部の館と各サークルごとの作品 


